
茨城大学の教育の質を高める教学マネジメント体制

テーマⅤ 卒業時における質保証の取組の強化
茨城大学

茨城大学では、卒業時の教育の質の保証について １）内部質保証システムの構築、２）卒業研究ルーブリックの策定と運用という２つの取組として実施して
いる。今回は、１）について入口から出口までのエンロールメント・マネジメントを踏まえた教学マネジメント（内部質保証システム）の構築について報告する。
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授業や教育改善状況の点検
（１年２回）

学科等 ミーティングの結果の共有と
組織的対応、 研修会

現状把握と制度設計、リソース配分

教育プログラム・レビュー
• 教育目標に照らした学修成果の可視化に
よる現状把握と改善

• 数値データによる点検 議論 半期ごと 自
己点検評価書の作成と外部評価 年ご
と

• カリキュラム・マッピングによる体系化
• レーダーチャートによる可視化
•卒業研究ルーブリックによる可視化
•科目ルーブリックもしくは評価区分ご
との成績評価基準策定と相互点
検による可視化と適切な成績評価
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〈 事業で目指した教育の質保証システムの構築〉

教員ごとの授業や
教育改善状況の定期的点検

教育プログラムでの有効性検証：
（≒認証評価の基準・観点を活用△）

に照らした学修成果の測定とその結果に基づ
く現状把握。 、 の点検。

学位プログラムの有効性検証：
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授業データ、アンケートデータ

各種学生調査データの定期的配信、
データリクエスト対応

各種学生調査データの定期的配信、
データリクエスト対応、基礎データセット
（認証評価等対応）

基礎データセット（主要数値、
ファクトブック、認証評価等対応）

実際は、メンバー
構成で対応 〈構築できた教育の質保証システム〉

中期目標・計画の進行管理および機関別認証
評価の基準をベースに大学の状況をモニタリング
するデータの管理・可視化・提供

• 学生調査の一元化
• 教育改善情報のロジスティクス改善
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卒業時の質保証活動の
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専門職業人としての知識・技能および専門分野における十分な見識

課題解決のための思考力・判断力・表現力

卒業生

卒業生

卒業生

就職先

多様な人々との協働を可能にするコミュニケーション力
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社会の持続的な発展に貢献できる職業人としての意欲と倫理観、主体性
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地域の活性化に自ら進んで取組み、貢献する積極性
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卒業時・修了時調査
調査期間： 年 月～３月
回収率： （ ％）

アンケート（ ）により実施

幅広い知識を身につけ世界を俯瞰的に理解する能力

企業向け調査（就職先調査）
調査期間： 年 月～３月
回答企業数：
合同企業説明会において調査票を配布
し回収した

，

〈卒業時調査によるDP修得度の推移〉

身につけるべき つの能力（茨城大学型基盤学力： ）
①世界の俯瞰的理解、②専門分野の学力・スキル、③課題解決能力・
コミュニケーション力、④社会人としての姿勢、⑤地域活性化志向

茨城大学の教育目標
「変化の激しい 世紀において社会の変化に主体的に対応し、
自らの将来を切り拓くことにできる総合的人間力を育成すること」

〈コミットメントセレモニー・はばたく茨大生〉
新入生へ「コミットメントブック」を配付、入学式直後の「コミットメント・セレ
モニー」により、学生自身に学びのデザインを構想させ学修の動機付けを
行っている。さらに、「はばたく茨大生」企画として、在学生による地域の活
動や海外研修などの学修成果の発表などにより、授業外の学修やキャリ
ア構築を啓発している。

〈入口から出口までのモニタリング〉

新入生調査

授業アンケート成績データ

在学生調査
学生生活、学び 卒業後卒業時

調査

進路データ

卒後 年調査

企業向け
調査入学前 在学中

「コミットメントセレモニー」の様子

内部質保証システムの構築の歩み

の要素・能力の修得度を把握して進めている「教育の質保証」
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DP、ディプロマポリシー
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